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１．わかやま移住定住支援センターの設立
　2022 年６月１日、和歌山県の「わかやま移

住定住総合戦略」の一つとして、わかやま移住

定住支援センター（以下、センター）がリニュー

アルオープン。これまで、和歌山市内に２拠点、

古座川町内に１拠点あった相談窓口を和歌山市

内に統合し、わかやま暮らしを希望する方々に、

「くらし」「しごと」「すまい」に関する相談を

ワンストップで支援することを目的としていま

す。

　センターの運営は、和歌山県より一般財団法

人和歌山社会経済研究所が受託。今回は始まっ

たばかりですが、センターでの業務をご紹介い

たします。

（令和４年度、和歌山県新政策からの抜粋）

（和歌山県によるプレスリリース）

わかやま移住定住支援
センター運営業務の
取り組みについて

　（一財）和歌山社会経済研究所　研究部長　

　　　　　　　那須　大朗

研究成果報告
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２．相談業務
　まずは、相談業務です。日々、電話やメール、

直接来所されるなど、移住に関する様々なご相

談を受け付けています。和歌山県の移住ポー

タルサイト「わかやまＬＩＦＥ（https://www.

wakayamagurashi.jp/）」を見られた方、過去

に和歌山県に観光した経験がある方、和歌山で

農業や林業への就業を希望される方、U ターン

やご親族の縁がある方など、きっかけや検討の

度合いは様々ですが、和歌山県への移住に興味

を持っていただいた方々から相談をいただいて

おります。

　具体的に和歌山県内のどのエリアが良いか決

められていない方もたくさんいらっしゃいます

が、「どんな生活がしたいのか」というイメー

ジを、相談者と窓口担当者が一緒に考えながら、

話を進めていくことが多いです。

　窓口では「しごと」に関する相談も多くいた

だきます。一般的な転職を伴う移住を検討され

ているケースが中心ですが、和歌山県が進めて

いる農業や林業への就農・就林を希望される方

や、田舎での起業（カフェ、ゲストハウス、パ

ン屋等）を検討される方もあります。また、セ

ンターでは和歌山での「くらし」と「しごと」

について体験することができる「わかやましご

と・暮らし体験」という、地方での短期滞在と

しごとを通じて地域の方々や先輩移住者との交

流を体験できる制度もあります。

　センター窓口だけでなく、大阪や東京で開催

される「移住フェア」にも出張ブースを構え、

相談を受け付けております。

（７月 31日、おいでや田舎暮らしフェアでの相談受付）

３．現地案内業務
　移住に向けて検討を進めていく中で、移住先

での実際の「くらし」とはどのようなものか知

ることが重要となります。センターでは、相談

者を、移住を希望・検討している市町村に案内

しています。市町村の移住相談窓口担当者（ワ

ンストップパーソン）と連携し、相談者の希望

に応じて案内ルートを作成し、移住先の雰囲気や

生活環境について体感していただきます。

　現地案内にはお一人でお越しになる相談者も

いらっしゃいますが、ご家族での移住を検討さ

れている方は、ご家族全員でお越しになること

が多いです。生活環境だけでなく、お子様も楽

しく安全に暮らせるかどうかも案内するポイン

トとなります。

　今夏は、幼稚園のお子様が小学校に上がるタ

イミングでの移住を検討されている相談者の現

地案内について、希望地の生活圏、小学校、文

化施設などを中心にご案内しました。また、別

の相談者は小さなお子様がいらっしゃいました

ので、海や川など、お子様の遊び場もご案内し

ました。

（有田川町の小学校周辺を散策）

（古座川町の一枚岩のふもとの河原）
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（串本町の橋杭岩近くの海水浴場）

　現地案内の行程においては、地域の方々（移

住者の受入協議会）や、実際に他府県から移住

されている先輩移住者との交流の場も用意して

おり、地域の良いところ、悪いところなど、実

際に住んでいる方々からの生の声を聞くことが

できる機会となっています。先輩移住者と、相

談者が同じ出身地だったことから、一気に距離

が縮まって盛り上がったこともありました。

　また、移住先での「くらし」においては、住

まいの確認も必要となります。現地案内の行程

には空き家をご覧いただくことも可能です。

（串本町にて空き家の案内）

４．空き家バンクへの登録・空き家の掘り起こし
　和歌山県では、移住・二地域居住希望者等の

住まい探し支援や、空き家率全国２位（20.3％）

の県内空き家等の利活用を促進するため、空き

家バンクへの物件登録、及び空き家の掘り起こ

しにも取り組んでいます。

　センターでは、相談者に対する空き家バンク

登録物件の情報提供や、各市町村から申請され

る空き家バンクへの物件情報の登録や編集業務

の他、空き家の所有者等に対してヒアリングを

行いながら、空き家の有効活用に向けた取り組

みを行っています。

　空き家バンク登録物件は、あまり市場に出回

らない（一般的な不動産事業者が取り扱わない）

物件が多く、居住するには改修が必要な物件も

ありますが、安価で購入・賃貸できることや、

購入後、ＤＩＹでリノベーションを希望する移

住希望者には人気があります。空き家バンク掲

載直後から問い合わせが入るケースもあり、注

目度が高くなっています。

（空き家バンクWEBサイト）

　また、空き家の掘り起こしについては、より

効果的に空き家を活用することを目的に、まず

は所有者に対してハガキ「実家と空き家の問題」

を送付し、住まいの状況や、空き家等である場

合に今後の意向を確認することから始めていま

す。

　2021（令和３）年 12 月に、海南市と橋本

市高野口町で試行的にハガキの配布をスタート

し、今年度はより多くの市町村にてハガキを配

布し、返信を頂いています。センターでは、返

信されたハガキから、相談者に連絡を取り、住

まいの状況等を確認します。連絡にあたっては、

宅地建物取引士の資格を持つスタッフが行い、

専門的知見から適切にアドバイスし、また支援
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機関と連携し、問題解決できるよう努めており

ます。

　物件は空き家（あるいは物置として利用）の

状態で、所有権は既に亡くなった親御様のまま、

親族の方から「遠方地に住んでいて年に数回、

空き家の風通しや草引きのために訪問する程度

で、管理するのも面倒、、、」という内容のご相

談を度々いただきます。空き家は、そのまま放

置すると傷みが進行し、崩落などにより近隣住

民の迷惑となる（場合によっては、管理者責任

として損害賠償を求められることも）可能性も

あることから、早期の対応が必要になります。

　ぜひ、お手元にハガキをお持ちの方は、所有

する物件についての状況等をお聞かせくださ

い。また、ハガキが届いていない、届いていた

が破棄してしまったなど、ハガキをお持ちでな

い場合でも、センターまでお問い合わせいただ

ければと思います。

（空き家掘り起こしハガキ）

５．最後に
　当研究所では、わかやま移住定住支援セン

ター運営業務を通じて、移住相談や空き家相談

に関する情報を収集し、データ分析を行い、今

後の和歌山県の移住・定住施策の更なる推進に

向けて提言していく方針です。

○県外からの移住のご相談、また、空き家のご

相談は下記までご連絡お待ちしています。

わかやま移住定住支援センター（和歌山窓口）

〒 640-8033

和歌山県和歌山市本町 1-22

　　　　　　　　Wajima 本町ビル 1 階

TEL　073-422-6110

FAX　073-422-6150

E-mail　wakayamagurashi@wsk.or.jp

■以下「わかやまＬＩＦＥ」公式 WEB、SNS

アカウントにて情報発信中■

＜ＷＥＢ＞

https://www.wakayamagurashi.jp/

<Instagram ＞

@nagomigurashi.wakayama

＜ Facebook ＞

@nagomigurashi.wakayama

＜ Twitter ＞

@wakayamagurashi

＜ LINE ＞

@681aapjn
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（はじめに）
　2020 年 1 月 15 日に国内で初めて新型コロ

ナウイルスの感染が確認されてから、既に 2

年半が過ぎ、新たな変異株が襲ってくるたびに、

感染者数は増加しています。この影響により、

日本国内における外国人旅行者を含む旅行・観

光消費額は、2019 年に 27.9 兆円（日本人旅

行者 23.1 兆円、外国人旅行者 4.8 兆円）あっ

たものが、2021 年には 9.4 兆円（同 9.3 兆円、0.1

兆円）まで、大きく落ち込んでいます。2022

年に入り、新型コロナの第 6 波の中でも行動

制限が緩くなった上半期（1-6 月）の日本人の

国内旅行消費額は、6.8 兆円と 2021 年の約 2

倍、2019 年の 66% まで回復しましたが、更

に大きな第 7 波により、回復のスピードダウ

ンの兆しもみえます。このような中でも、旅行

消費額は小さいですが、キャンピングカーによ

る旅行は、新型コロナの影響を受けずに着実に

伸びており、キャンピングカー旅行者のための

車中泊施設も増加しています。この車中泊施設

の一つに、『快適に安心して車中泊が出来る場

所』として、一般社団法人日本 RV 協会（以下

　JRVA）が定めた RV パークがあります。本

報告書では、キャンピングカー旅行者（以下　

RV キャンパー）や RV パークの現状を調査し、

今後の在り方等について考察します。

１．オートキャンプ参加者とキャンピングカー
の動向
　令和 3 年観光白書によると、新型コロナウ

イルス感染症が拡大する以前より、キャンプ

等のアウトドア需要は高まっており、オート

キャンプ参加人数は、2012 年の 720 万人か

ら 2019 年には 860 万人まで、7 年間で 140

万人増加し、さらに新型コロナウイルス感染症

による旅行者の変化として、3 密の回避につな

がる自然が多い地域への訪問意向が高まってい

るとの民間団体等の調査結果が報告されていま

す。

　一方、JRVA が発行するキャンピングカー白

RVキャンプ旅行者の動向

　（一財）和歌山社会経済研究所　研究委員　　

　　　　　　　中 西　  望

研究成果報告
２
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書 2022 では、国内キャンピングカーの保有台

数は、2005 年の初調査以降増加を続けており、

2021 年には累計保有台数は 136,000 台とな

り、直近 10 年間で 1.8 倍になりました。また、

国内キャンピングカー販売額も 2011 年以降増

加を続け、新車・中古車の合計で 635.4 億円

となり、直近 10 年間で約 3 倍と市場規模は急

激に拡大しています（図１）。キャンピングカー

の購入価格では、400 ～ 500 万円台が、全体

の 26.3％でトップですが、800 ～ 1500 万円

台が前年比で増加傾向であり、全体の約 3 割

がこの価格帯になっていることから、今後も高

価格帯のキャンピングカーが増えていくと予測

されます。一方、レンタルキャンピングカー白

書によると、レンタルキャンピングカーネット

掲載店舗数は、2016 年の 113 店舗から 2020

年は 332 店舗と急拡大しており、特に 2020

年はコロナ禍の影響あってか、関東地方での

増加が大きく、前年比 20% 増となっています。

また、1 店舗当たり保有台数も 2.1 台から 3.0

台と車両台数の増加もみられます。このような

状況からみると、RV キャンパーは、今後も増

加し、高価格帯キャンピングカーの購入者の増加

傾向から旅行消費額の上昇にも期待がもてます。

２．RV キャンパーのマナー違反増加と RV パー
クの誕生
　年々増加している車中泊に対して、手軽に安

心して泊まれる施設が少なく、利用ルール等の

整備されていない道の駅やサービスエリア等の

利用者が多くなっており、一般利用客に対する

迷惑行為が見受けられています。主な迷惑行為

は、①一晩中エンジンをかけっぱなし、②駐車

場にテントやテーブルセットの設営、③洗面所

で食器や体を洗い、汚水や残飯を流す、④多量

のごみの廃棄、⑤施設内で洗濯し、駐車場で干

す。その他、駐車場での連泊、施設に近いハン

ディキャップ用の駐車スペースへの駐車等と

なっています。これに対して、JRVA は、快適

に安心して車中泊が出来る場所として定めた条

件を満たす車中泊施設を「RV パーク」として

認定し、全国各地の温泉、旅館、道の駅、遊

園地等々の様々な施設で、RV パークの設置を

進めています。認定要件は、① 4m × 7m 程

度の駐車スペース、②一週間程度の滞在が可

能、③ 24 時間利用可能なトイレ、④ 100V 電

源が使用可能、⑤入浴施設が 15km 圏内、⑥

ゴミ処理が可能、⑦入退場制限が緩やかで予約

が必須ではないこと、⑧ RV パークの看板を設

置することとなっています。また、利用ルール

も、車外での調理や直火の禁止、アイドリング

駐車や発電機等の禁止、ごみや排水処理の利用

規定順守等が定められていて、前述した迷惑行

為を引き起こさず利用者が互いに快適に利用で

きるようになっています。RV パークの第 1 号

は、2012 年 7 月 29 日に開設した山口県萩市

の「RV パークたまがわ」であり、「道の駅ゆ

とりパークたまがわ」から約 500m の場所で、

田万川温泉に隣接して設置されました。2022

年 8 月 24 日時点では、278 施設になっていま

すが、2021 年から急速な伸びを示しています

（図２）。
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３．RV パークの立地及び設備
　2021 年 10 月 15 日時点の 235 施設では、

浴場・温泉やホテル・旅館に隣接した施設が

約 40％（図３）、利用可能台数が数台程度の施

設が大半を占めて、フルコン、バスコン等の

大型車が利用できない施設が 3 割強あります

（図４）。また、長期間滞在の利便性からみると

wifi や入浴施設が 1km 以内にある施設が少な

く（図５）、利用料金は、1 日、1 台当り 1,500

～ 2,500 円が全体の約 50％を占めており（図

６）、一般的な駐車料金と同程度となっていま

す。

４．RV キャンパーの特性
　キャンピングカー白書 2021 によると、キャ

ンピングカーユーザーは、関東 37.1％、近畿

17.8％、東海 15.0％と日本の中央部に 70％

が居住しています。所有者の年齢は、50 代、

60 代が 73.3％と多く、旅行の平均宿泊日数は

2 泊が 41.3％と最大ですが、1 週間以上の長

期滞在も 9.2％（内 1 ヵ月以上が 1.1％）あり

ます。家族 1 日当りの総予算は、5 千～ 2 万

円が 66.6% と大半が、コストを抑えた旅行を

行っています。同行者は夫婦・パートナーが

71.8％と圧倒的に多く、宿泊場所（複数回答）

は、道の駅 81.6％、SA/PA62.0％が依然とし

て多い中、RV パークも 55.1％と 3 位に上昇し

てきています。食事（複数回答）は、外食利

用者が 53.6％と最も多くなっています。キャ

ンピングカーによる旅行スタイルの変化（複

数回答）は、時間に束縛されない 78.0％、目

的地が自由に選択できる 74.9％、温泉観光地

名所を巡りやい 56.3％、コストを抑えた旅行

51.8％、天候季節を気にしない 37.3％、自然

と接する機会が増えた 32.8％となっています。

また、RV パークに対する希望（複数回答）は、

施設の増設 85.7％、wifi 設備 44.0％、観光地・

繁華街近くへの設置 42.1％となっています。
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５．RV キャンパーによる旅行消費額の動向
　RV キャンパーは前項で述べた通り、コスト

を抑えた旅行を行っています。観光庁の「旅行・

観光消費動向調査」によると、車中泊旅行者は、

宿泊費のみならず、入場料等の参加費や飲食費

まで抑えて、旅行中の消費単価は、一般的な旅

行の約 1/2 となっています（表１）。しかしな

がら、旅行中消費総額では、ホテルや旅館が殆

どを占める中で、キャンプ場と車中泊を合計す

れば、ペンション・民宿等を凌ぐ消費額となっ

ており（図７）、全宿泊に対する比率も 2021

年は 5.7％と 2019 年の 1.5 倍に上昇していま

す。旅行消費額が増加する中で、RV パークを

開設する事業者視点で見た場合、浴場・温泉、

ホテル・旅館、観光施設等、キャンプ場と隣接

する RV パークでは、隣接施設利用による売上

げ増が見込め、道の駅等では、無料で無秩序に

利用されることによる昼間の一般利用者に対す

る迷惑問題の解決や飲食料品等の売上げ増も見

込めます。また、どのような施設にも隣接しな

い RV パークについても、遊休地や駐車場の一

部が利用されており、利用料の収入見込めます

が、いずれにしても収入は小さいと思われます。

６．和歌山県への RV パーク設置促進について
　上記の調査をもとに、和歌山県における RV

パーク設置の促進について考察してみます。近

畿のキャンピングカーユーザーは、国内全体の

17.8％ですが、2022 年 8 月 22 日時点の RV

パークは 29 施設で全体の 10.4% と少なく、そ

の内、和歌山県には 4 施設しかない状況です（図

８）。三重県を加えた関西圏内では、南部に立

地する RV パークは非常に少なく、今後の設置

チャンスは残されていると思います。しかしな

がら、車中泊 1 泊 1 人当りの宿泊費は、約 1,000

円であり、RV パーク単独で開設する場合、管

理費等を差し引くと事業化は困難と考えます。

一方で、RV キャンパーの希望の 1 つとして、

観光地や繁華街の近くを多くの人が希望してい

ます。また、キャンピングカー白書 2021 にお

ける RV キャンパーへのアンケート調査を総括

すると、「40 ～ 60 代の夫婦やパートナーが、

交通手段の少ない観光名所や自然の中で、人に

邪魔されず、静かな環境の中で、都会の煩雑さ

から逃れ、ゆったり過ごす」といった特徴がみ

えます。従って、これまで人の来なかった、秘

境や僻地の自然を観光資源として利用できる

チャンスが巡ってきたともいえます。RV パー

（注）車中泊には、夜行バス・列車が含まれるが、１つの旅行

で 1 つの宿泊先の回答のため、夜行バス利用でも、翌日がホ

テル泊であれば、車中泊と回答しない可能性が高い。
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ク単独で事業が困難でも、過疎地域に人を呼び

込む手段として、RV パークは、田舎暮らし移

住者に向けた宣伝塔になり得ます。和歌山県に

おいては、RV パークを訪れる方々に、地域の

知られざるスポットや生活の情報及び伝統文化

等の地域課題を知って頂く機会をつくる観光振

興とわかやま移住定住総合戦略と合わせ、RV

キャンパーによる交流人口を地域密着型の関係

人口から移住・定住につなげていくことも一つ

の方法と考えます。

　最後になりますが、このような RV パークを

企画する場合、清潔な 24 時間トイレ、隣接し

た浴場、ごみ処理、食器等の洗い場、100V 電

源（できれば 20A 以上）に加えて、wifi の設

置、ペット可が最低必要条件と考えます。特に、

wifi は、希望する利用者も多く、地域密着型の

関係人口や第 2 のふるさとづくりとして、都

会で働きながら、ワーケーションやテレワーク

で地域を訪れる方々にとっては、必須の設備と

なります。
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１．経営に役立つ情報の取得について

○情報収集の場所　～インターネットが最多～
　事業経営に関する情報について、役立つ情報

が得られる入手先を県内企業 2,000 社に対し

て質問したところ（2022 年 9 月に調査実施）、

図表 1 に示す通り、「インターネット」との回

答が 42.4％で最も多く、「テレビ・新聞・雑誌」

（38.4％）、「同業・異業種の経営者等」（30.2％）

を上回った。

　2013 年に中小企業基盤整備機構が実施した

「中小企業経営者の経営情報の収集・活用に関

する実態調査」では、経営者が情報収集する場

所としては、「新聞」が 82.0％で最も多く、テ

レビ（62.0％）、雑誌（45.7％）、ホームペー

ジ（43.3％）が後に続いている。約 10 年の間に、

インターネットを活用した情報収集が主流とな

り、また、「役立つ情報」が得られる場所とし

ても定着していることがわかる。

図表 1　事業経営について役立つ情報が得られる入手先

 （資料）和歌山社会経済研究所「景気動向調査」（2022 年 9 月）

　業種別に見た場合、インターネットを通じ

て経営に関する役立つ情報を得ている企業が

多い業種は、図表 2 に示すように、「飲食業」

（61.5％）、「機械器具卸売業」（61.1％）、食料

品製造業（57.7％）、医療・福祉（55.0％）、旅館・

ホテル業（53.8％）などが挙げられる。

県内企業は

経営に関わる情報を

どのように集めているか？

　  （一財）和歌山社会経済研究所　研究員　　　 

　　　　　　　 藤本　迪也

経 済 指 標
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図表 2　インターネットから経営に関する
　　　　役立つ情報を得ている企業割合（上位 5業種）

業種名 企業割合（％）

①飲食業（n=13） 61.5

②機械器具卸売業（n=18） 61.1

③食料品製造業（n=26） 57.7

④医療・福祉（n=40） 55.0

⑤旅館・ホテル業（n=26） 53.8

（資料）和歌山社会経済研究所「景気動向調査」（2022 年 9 月）

○情報提供者　～同業・異業種の経営者からの
情報取得が多い～
　前述のように、インターネットを介した情報

取得が主流となる中で、対面での情報収集につ

いては、「同業・異業種の経営者」、「税理士等

の専門家」といった回答が多くを占めている（図

表 1）。特に、同業・異業種の経営者から役立

つ情報を得ているとする企業は、建設業や製造

業で多くなっている（図表 3）。

図表 3　同業・異業種の経営者から経営に関する役立
　　　　つ情報を得ている企業割合（上位 5業種）

業種名 企業割合（％）

①木材・木工製造業（n=19） 52.6

②設備工事業（n=22） 45.5

③化学製品製造業（n=18） 44.4

④不動産業（n=31） 41.9

⑤機械・部品製造業（n=30） 40.0

（資料）和歌山社会経済研究所「景気動向調査」（2022 年 9 月）

　税理士等の専門家から役立つ情報を得ている

とする企業は、クリーニング業や理美容業など

の生活サービス業、設備工事業、機械器具卸売

業で多い（図表 4）。

図表 4　税理士等の専門家から経営に関する役立つ情
　　　　報を得ている企業割合（上位 5業種）

業種名 企業割合（％）

①生活サービス業（n=9） 55.6

②設備工事業（n=22） 45.5

③機械器具卸売業（n=18） 44.4

④医療・福祉（n=40） 35.0

⑤職別工事業（n=18） 33.3

（資料）和歌山社会経済研究所「景気動向調査」（2022 年 9 月）

　金融機関の担当者から役立つ情報を得ている

とする企業は、建設業で多くなっており（図表

5）、商工会議所・商工会から役立つ情報を得

ているとする企業は、商業で多い（図表 6）。

図表 5　金融機関の担当者から経営に関する役立つ
　　　　情報を得ている企業割合（上位 5業種）

業種名 企業割合（％）

①総合工事業（n=45） 31.1

②機械器具卸売業（n=18） 27.8

③運輸業（n=40） 27.5

④金属製品製造業（n=21） 23.8

⑤機械・部品製造業（n=30） 23.3

（資料）和歌山社会経済研究所「景気動向調査」（2022 年 9 月）

図表 6　商議所・商工会から経営に関する役立つ情報
　　　　を得ている企業割合（上位 5業種）

業種名 企業割合（％）

①飲食料品小売業（n=20） 50.0

②飲食業（n=13） 46.2

③旅館・ホテル業（n=26） 42.3

④生活サービス業（n=9） 33.3

⑤衣料品小売業（n=17） 29.4

（資料）和歌山社会経済研究所「景気動向調査」（2022 年 9 月）

○講演会・セミナー・勉強会　～医療・福祉、
運輸業で活用割合が高い～
　講演会やセミナー・勉強会で経営に役立つ情

報を得ているとする企業は、医療・福祉、運輸

業、飲食料品卸売業などに多い（図表 7）。

図表 7　講演会・セミナー・勉強会で経営に役立つ
　　　　情報を得ている企業割合（上位 5業種）

業種名 企業割合（％）

①医療・福祉（n=40） 45.0

②運輸業（n=40） 37.5

③飲食料品卸売業（n=22） 27.3

④食料品製造業（n=26） 26.9

⑤機械・部品製造業（n=30） 26.7
（資料）和歌山社会経済研究所「景気動向調査」（2022 年 9 月）
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２．県内企業が求める情報　～補助金、法令・
規制変更に関する情報へのニーズが強い～
　今回の調査結果が示唆するように、県内企業

は様々な情報提供先から、経営に必要な経済情

報を取得している。具体的にどのような情報を

収集しているのかを自由記述形式で質問したと

ころ、「補助金の動向」、「法令・規制変更に関

する情報」、「販路に関する情報」、「同業他社の

動向」といった意見が多くみられた。また、昨

今の物価上昇を受けて、仕入材・仕入商品の価

格見通しなどへの関心も強まっている。世界情

勢など地政学的リスクに関する情報への取得意

向も高まっており、弊所としては、このような

情報ニーズを踏まえながら、引き続き、情報発

信に注力していきたい。
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グラフで見る和歌山県経済指標

景気は、緩やかに持ち直している

日本経済の現状(内閣府「月例経済報告 2022年9月」 )

・「 国内景気」に関する判断は、新型コロナ禍「 第6波」の収束もあり、7月に上方修正された。
・世界的に金融引締めが進む中で、「世界景気」に関する判断は「緩やかな持ち直しが続いている」に引き
下げられている。

日本経済の見通し(内閣府「月例経済報告 2022年9月」 )

・9月から「ウィズコロナの新たな段階への移行が進められる中」との表現が追加された。

和歌山県に関する経済指標の概況(9月公表の指標を中心に)

〇百貨店・スーパー販売額（全店、8月）は、4か月ぶりに前年を上回る
〇新車販売台数（軽自動車［乗用］含む、8月）は、新車供給難もあり、15か月連続で前年を下回る
〇1~8月累計での新設住宅着工戸数は、前年同期比7.0％増
〇鉱工業生産指数(7月）は、前月比6.1ポイント下降
〇公共工事請負金額は、2021年後半以降、減少傾向が見られる
〇消費者物価(8月）は、総合指数が4か月連続で過去最高値を更新
〇有効求人倍率(8月）は、前月比0.04ポイント下降

先行きについては、ウィズコロナの新たな段階への移行が進められる中、各種政策

の効果もあって、景気が持ち直していくことが期待される。ただし、世界的な金融

引締め等が続く中、海外景気の下振れが我が国の景気を下押しするリスクとなって

いる。また、物価上昇、供給面での制約、金融資本市場の変動等の影響に十分注意

する必要がある。

和歌山県経済は、生産活動が一部で持ち直す中
全体としては、コロナ感染の再拡大の影響が見られる
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個人消費

　百貨店・スーパー販売額（全店、８月）は、

前年比 1.7％増となり、4 か月ぶりに前年を上

回った。7 月に入り、新型コロナの感染者数が

増加に転じ、8 月 19 日には 1 日当たりの新規

感染者数が過去最高を更新した（2,381 人）。

その結果として、8 月上旬は商業施設等におけ

る人出状況が悪化した。ただし、昨年のように、

緊急事態宣言等の行動制限が発出されなかった

ため、お盆の帰省客を含めて、中旬以降の人出

は昨年を上回った。近鉄百貨店和歌山店の販売

額（8 月）は、前年比 6.1％増で、客数も同 6.2％

の増加となった。先行き見通しに関しては、和

歌山市における食料価格が 1970 年以降の最高

水準にまで上昇しており、消費者の節約志向が

高まり、スーパーを中心に販売額の減少が懸念

される。

　新車販売台数（軽自動車 [ 乗用 ] 含む、
８月）は、前年比 12.7％減となった（減少は

15 か月連続）。世界的な半導体不足に加えて、

コロナ禍による部品供給網の混乱で新車の供給

不足が続いている（大手自動車メーカーが 10

月の大幅減産を発表）。2022 年 3 月以降の中

国における都市封鎖の影響は緩和されているも

のの、部品調達難の状況は継続する模様。

　新設住宅着工戸数（８月）は、前年比

18.5％増となり、3 か月ぶりに前年を上回った。

ただし、1 ～ 8 月累計での着工戸数は前年同期

比 7.0％増となっており、20 年 4 月以降、大

幅な減少が続いていた着工戸数だが、「分譲住

宅」を中心にやや持ち直しの動きが見られる。

ただし、先行きに関しては、資材価格高騰の影

響による建設コストの増加から、着工戸数の伸

び悩みが予想される。
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企業活動

　家計消費支出（除く住居等、７月）は、

前年比 14.0％増と前年を大きく上回った（増

加は 2 か月連続）。7 月に入り、新型コロナの

感染者数が増加に転じたものの、和歌山県によ

る外食需要喚起策（わかやま飲食店応援キャン

ペーン）などの効果もあり、「一般外食」への

支出額が大幅に増加した。また、消費者の外出

意向の高まりを背景に、「被服及び履物」への

支出額も増加している。

　鉱工業生産指数（７月）は、前月比 6.1

ポイント下降（下降は 4 か月ぶり）。鉄鋼業が

2020 年 4 月以来の 90 台の水準まで回復する

一方で、機械工業が大きく下降した。6 月の指

数では、生産用機械、電気機械において持ち直

しの動きが見られていたが、再び指数は下降に

転じた。先行きに関しては、世界経済の減速懸

念や原材料価格の高騰の影響、国内での新型コ

ロナの新規感染者数の増加の影響に留意する必

要がある。

　公共工事請負金額（８月）は、前年比

12.5％増となり、2 か月ぶりに前年を上回っ

た。ただし、増加要因としては、阪和自動車道

和歌山 IC 付近の橋梁更新工事の寄与が大きく、

国・県発注の公共工事請負金額は前年を下回っ

ている。4 ～ 8 月累計での請負金額は前年同

期比 6.1％減となっており、2021 年後半以降、

県内の公共工事請負金額には減少傾向が見られ

る。地域別では、田辺地区、新宮地区、岩出地区、

和歌山地区で減少が目立つ一方、すさみ串本道

路関連の工事が続く串本地区や橋本地区、湯浅

地区では増加している。
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物価

雇用

　TDB	景気 DI（８月）は、㈱帝国データバ

ンクが月次で実施している景気動向調査から算

出された景況感を表す値である。この値が 50

を超えると、現在の景気を「良い」とする事業

者数が「悪い」とする事業者数を上回る。8 月

の景気 DI は前月から 3.7 ポイント上昇した。

上昇は 2 か月ぶり。3 年ぶりに行動制限のない

夏季観光シーズンを迎え、観光需要が持ち直し、

サービス業などで景気 DI が上昇した。ただし、

帝国データバンクは「仕入価格の高騰を要因に

利益確保に苦慮する企業も多い状況が続いてい

る。」、「県内景況は当面 DI 値 40 を挟んだ、低

位での一進一退が続く見込み。」としている。

　消費者物価指数（和歌山市、８月）は、

総合・コアコア CPI ともに上昇傾向にある。総

合については、1970 年以降の最高値を 4 か月

連続で更新している。高値水準が続く原油価格

を背景に電気代・ガス代などのエネルギー価格

が上昇する中、原材料価格の高騰、円安進行、

物流網の混乱などを要因として、食料品価格や

耐久財価格も上昇している。さらに、足下では

教養娯楽サービス（宿泊料、入場・観覧料を含

む）においても、価格の上昇傾向が見られる。

　有効求人倍率（８月）は、前月から 0.04

ポイント下降し 1.13 倍となった（下降は 6 か

月ぶり）。有効求人数・有効求職者数がともに

減少する中、減少幅は有効求人数が上回った。

教育、学習支援業、医療・福祉等の分野におい

て、新規求人数が前年に比べて減少した。また、

事業主都合による離職者が 9 か月ぶりに増加

した。

　7 月に入り、新型コロナ感染が拡大した。県

内では感染拡大期には求人数、求職者数ともに

減少する傾向があり、今後の動向に注意を要す

る。
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湯浅町立図書館　～湯浅えき蔵　駅のおしゃれな図書館～ （湯浅町）

高橋克己博士　～世界初　ビタミンA製法確立～ （和歌山市木本）

　紀勢本線湯浅駅周辺が大きく変身した。旧駅舎はそのままに、有料
駐車場だった所に白壁の醤油蔵を模した駅舎、及び図書館や会議室、
津波対策の避難場所となっている屋上など、将来を見据えたコミュニ
ティー施設ビルでもある“湯浅えき蔵”が併設して建っている。
　この“湯浅えき蔵”の二階に町立図書館がある。入館してまず目につ
くのが正面の壁一面の本棚と重伝建地区の写真。大胆かつ整然とした
レイアウトは圧倒的なスケールで迫ってくる。そしてこの壁の裏側に
当たるところにカフェがあって、くつろげる仕掛け作りが為されてい
る。この壁面、フォトジェニックな景色として人気がある。湯浅町立
図書館は公立図書館としては実に歴史が長く、明治41年（1908）に
遡る。湯浅は日本の醤油発祥の地として知られている。（本シリーズ
№31で紹介済み）そして重要伝統的建築物群保存地域には江戸時代か
ら続く老舗の醤油醸造所が健在だ。こうした歴史と伝統に裏打ちされ
た地域の特色をうまく具現化している湯浅えき蔵、このように駅に併
設されている複合施設は地方の新しいあり方として注目される。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （取材　萬羽）

　彼は明治25年（1892）、ここ和歌山市木ノ本に生まれた。
東京帝大農芸化学に進み、同大学院にてビタミンAの発見で知
られる鈴木梅太郎教授のもと、油脂中の栄養成分の研究に注
力。鈴木教授との関係は大学院修了後理化学研究所に進んでか
らも続いた。大正2年（1913）頃、肝油等の油脂成分中に動物
の成長を促進する栄養素（後のビタミンＡ）があることが知ら
れるようになってから各国で研究が進められていたが、ビタミ
ンＡは極めて不安定な物質で安定的に分離抽出する方法がなか
った。しかしながら彼はタラ肝油から特殊な方法で分離抽出す
ることに世界で初めて成功。この抽出成分は、多くの疾病特に
夜盲症などの治療に顕著な効果があることが分かった。「理研
ビタミン」の誕生である。「理研ビタミン」の成功は、疾病に
悩む多くの人々を救っただけでなく、特許収入は当時
の理化学研究所の財政にも多大な貢献をした。現在の
理化学研究所がある
のも高橋博士のお陰
と言っても過言では
ない。
　しかし残念ながら
病気により大正14年
（1925）、32歳の
若さで早逝した。
　この和歌山が誇る
べき博士の生誕地が
ここです。
　　（取材　萬羽）

整備された生誕地
（和歌山市木ノ本1038）

高橋克己生誕地
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 超 高 齢 社 会
　高齢化の進行具合を示す言葉として、65 歳以上の人口が全人口に対して７％を超えると「高齢化社会」、
14％を超えると「高齢社会」、21％を超えると「超高齢社会」とされています。我が国は、すでに 2007 年に「超
高齢社会」へ突入しました。そして 2025 年には団塊の世代が後期高齢者（75 歳）の年齢に達し、医療や
介護などの社会保障費の急増が懸念されており、「2025 年問題」と言われています。
　今後、「超高齢社会」がもたらす事象と社会の在り方について考察したいと考えています。

研究報告・企画提案における伝わるデザインと見せ方について
　研究報告、企画提案、プレゼン等　これらは「情報を他者へ伝える」行為であり、正確かつ効果的な情報
の発信が求められます。しかし、むやみに資料を作成し、情報発信しても、スムーズに情報は伝わらず、場
合によっては報告や提案の価値を正当に評価してもらえないことも起こり得ます。
　情報を正確にかつスムーズに他者に伝えるためには、情報を整理し、デザインすることが必要不可欠であ
り、さらには、より多くの人に正確に情報を伝えるためには受け手の多様性に配慮し、情報受け渡しのバリ
アフリー化を図ることも重要です。
　研究報告・企画提案において有益な効果や結果が得られるよう、効率よくビジュアルデザインの質を高め
るための基礎的要件をまとめ、有用なスキルやノウハウを探りたいと考えています。

　当研究所では“WISE メールマガジン ”を発行し、
HP の更新状況や、講演会・セミナー等のご案内な
どをお知らせしております。
　登録ご希望の際は、下記アドレスの「WISE メー
ルマガジン」から、必要事項をご記入の上お申込み
下さいますようお願いいたします。

URL : http：//www.wsk.or.jp

◎会費：１口　２万円（年間）
◎特典：刊行資料の配付、調査・研究成果の提供、
　　　　講演会・セミナー等への参加、情報提供等

賛助会員　募集
中！

賛助会員　募集
中！メールマガジンの

ご案内
メールマガジンの

ご案内

      高齢化率の推移と将来推計                            単位：％ 

資料：内閣府 高齢社会白書 
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【編集後記】

コロナ時代における様々な「ニューツーリズム」――「モノ消費」から「コト消費」へ

　　第一次、二次の世界大戦を境とした「アヴァン ゲール（戦前）・アプレ ゲール（戦後）」という区分があ
るが、後の歴史には、「コロナ前・コロナ後」という言葉もあるかもしれない。一時の猛威は見られないものの、
現在もなおその渦中にある。殆ど全ての人々、業種が影響を受けたが、中でも、人の移動と密を伴う観光分野
では大きな打撃を受けた。これを打破すべく、マイクロツーリズム、グランピング、オンラインツァー等の旅
行形態も普及した。また、ニーズの多様化を反映した新たな切り口による魅力ある観光のテーマづくり、観光
体験等を目的とするいわゆる「コト消費」に熱い視線が注がれ、様々なバリエーションが模索されている。

　先日の報道で、旅行会社のインバウンド担当者らを対象としたモニターツァー、「滝修行体験ツァー」が紹
介されていた。泉佐野シティプロモーション推進協議会が旅行各社に呼び掛けたもので、修験道の霊場である
真言宗犬鳴派の大本山で日本遺産にも認定されている「犬鳴山七宝瀧寺」で、白の修行衣を纏い、実際に滝行
という非日常を体験する。加えて、アウトドア関連のモンベル（大阪市）が山歩きや装備等を指導、大阪体育
大学剣道部が剣道の出張授業を行う等、インバウンド増加を狙い、日本ならではの体験を重視する「コト消費」
に着目したもので、日本の精神文化に関心の深い富裕層をターゲットにしたものという。

　ニューツーリズムとは、従来型の観光旅行（いわゆる物見遊山的な）ではなく、テーマ性の強い体験型の新
しいタイプの旅行形態をいう（例えば、産業観光・エコツーリズム・グリーンツーリズム・ヘルスツーリズム等）。
旅行者が様々な地域や施設を訪れ、人々と交流し、地域の文化財や歴史観光資源等に接する。旅行者の出発地
で商品化される「発地型」商品と異なり、「着地型」商品として、訪れた地域が主体となって、付加価値をプ
ラスした商品化を図り、地域の活性化に繋げることが期待されている。

　観光庁は、「国内外の観光客に新たな地域への来訪機会を与え、地方誘客を図る」ことを目的に、2016 年度
から「テーマ別観光による地方誘客事業」に取り組んできた。食や文化財、アニメ、古民家、星空観賞等々、
特定の観光資源を活用している複数の地域から構成されるネットワークを対象として、その充実と拡大等を支
援し、観光資源のブラッシュアップ、地方への誘客を導くというもので、大変興味深い 17 のテーマが取り上
げられた。それぞれに全国組織がつくられ、その展開が注目されている。概要は次の通りである。

①エコツーリズム　②街道観光（日本を代表する歴史的街道である東海道や中山道、日光街道等で、街道や沿
線の城下町、宿場町がもつ資源の観光活用。後世への継承も）　③酒蔵ツーリズム　④社寺観（全国に点在す
る神社仏閣を様々なテーマで結ぶ。「家康ゆかりの社寺」「修験道」等）　⑤明治日本の産業革命遺産（ファム
ツァーを通じた周遊モデルコース等）　⑥ロケツーリズム（「ロケ地」を観光資源として、効果的なシティプロ
モーションに活用。フィルムコミッションの設置も）　⑦アニメツーリズム（国内外のファンの投票で「アニ
メ聖地」を選定。地域とアニメ作品、関連企業等を結び、モニターツァーの実施、グッズ開発、広域周遊観光
ルート）　⑧古民家等の歴史的資源（各地の好事例発信・利活用のための資金調達等のノウハウも紹介）　⑨サ
イクルツーリズム（「ツール・ド・ニッポン」を母体に、各地に定常的なサイクリストの誘客を図る）　⑩全国
ご当地マラソン（日本全国のマラソン大会の情報集約、参加者増と地方消費の拡大を図る）　⑪日本巡礼文化
発祥の道（世界に向けて、西国巡礼三十三所「日本最古の巡礼文化」の普及）　⑫忍者ツーリズム（忍者に関
わる自治体のネットワーク化。「NINJA」は、サブカルチャーとしても人気を博し、世界中に忍者ブームを）　
⑬百年料亭（日本各地の 100 年以上の歴史をもち、今も営業している料亭を守り伝承。海外の旅行展への出
展も）　⑭ Industrial Study Tourism（訪日外国人のビジネス客を対象に日本の産業機械、工場遺構、生産現
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場、日本のものづくりの心にふれる）　⑮ ONSEN・ガストロノミーツーリズム（日本の温泉地を拠点に、食
や文化に親しみ、滞在型・体験型の観光）　⑯郷土食探訪～フードツーリズム（その地域ならではの旬の食材
を、自然の景観の中で味わい、脱日常を体感）　⑰宙ツーリズム（星空や天文現象だけでなく、御来光、ロケッ
ト打上げの見学等を楽しむ。宇宙に関する専門家や自治体、企業等が連携する）

　いずれも、特にインバウンドの地方誘客を強く意識したものといえる。観光に関わる分野の裾野は広く、今
後、ますます国内外での競争も激しくなろう。自然や歴史をふまえた地域の文化的な魅力の集積や懐の深さが、
人の賑わいを呼び、創造的な経済活動を生み出すと思われる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（谷　奈々）
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